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の
上
流
に
、
県
が
川
中
に
公
園
を

造
ろ
う
と
し
た
跡
が
残
っ
て
い
る

が
、
自
然
の
中
で
子
ど
も
と
親
と

一
緒
に
遊
べ
る
よ
う
な
場
所
を
考

え
て
も
ら
い
た
い
。
若
い
層
の
代

表
者
と
相
談
す
る
な
ど
し
、
進
め

て
は
と
思
う
が
、
取
り
組
む
気
は

あ
る
の
か
。

飛
鳥
川
の
流
水
は
増
え
、
環

境
状
態
や
生
物
多
様
性
の
向
上
を

期
待
し
て
い
る
。
飛
鳥
川
の
堤
防

沿
い
に
は
自
転
車
道
が
あ
る
が
、

途
切
れ
途
切
れ
に
な
っ
て
い
る
。

管
理
は
県
な
の
で
、
県
と
一
緒
に

な
っ
て
自
転
車
道
及
び
河
川
環
境

の
改
善
を
考
え
た
い
。
３
月
に
、

県
と
包
括
協
定
を
結
ん
で
お
り
、

飛
鳥
川
も
県
と
一
緒
に
検
討
し
た

い
。

一般質問

松
尾　

高
英

松
尾　

高
英

（
い
ず
れ
の
会
派
に
も
所
属
し
な
い
議
員
）

橿

原

市

昆

虫

館

地
方
自
治
体
の
生
物
多
様
性

戦
略
づ
く
り
が
努
力
義
務
と
な
っ

て
い
る
中
、
県
は
平
成
25
年
に
生

物
多
様
性
奈
良
戦
略
を
策
定
し
た
。

そ
の
戦
略
に
は
「
橿
原
市
昆
虫
館

と
の
連
携
」
と
い
う
文
言
が
あ
る
。

県
と
の
連
携
や
取
り
組
み
状
況
は
。

ま
だ
、
県
か
ら
具
体
的
な
連

携
の
話
は
な
い
が
、
要
請
が
あ
れ

ば
、
自
然
史
博
物
館
で
あ
る
昆
虫

館
の
持
つ
資
料
や
研
究
能
力
、
教

育
や
啓
発
の
機
能
を
活
用
し
、
積

極
的
に
連
携
協
力
し
て
い
く
。

平
成
27
年
度
当
初
予
算
で
は

調
査
費
用
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

28
年
度
以
降
の
展
開
は
。

今
年
度
、
昆
虫
館
に
自
然
環

境
保
全
係
を
設
置
し
た
。
高
取
町
、

明
日
香
村
を
含
む
飛
鳥
地
域
を
念

頭
に
置
い
た
生
物
多
様
性
地
域
戦

略
の
策
定
に
向
け
動
き
出
し
て
い

る
。
基
礎
調
査
を
行
う
ほ
か
、
生

物
情
報
の
収
集
等
や
、
団
体
間
の

連
携
協
力
の
斡
旋
や
情
報
提
供
な

ど
を
行
う
地
域
連
携
保
全
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
。
平
成

28
年
度
に
は
、
戦
略
を
策
定
し
、

県
や
関
係
市
町
村
や
団
体
等
と
連

携
し
、
生
物
多
様
性
の
保
全
に
係

る
取
り
組
み
を
し
た
い
。

３
月
に
奄
美
大
島
を
構
成
す

る
５
市
町
村
が
、
奄
美
大
島
本
島

と
そ
の
周
辺
海
域
を
対
象
地
域
と

す
る
奄
美
大
島
生
物
多
様
性
地
域

戦
略
を
共
同
で
策
定
し
、
全
国
初

の
事
例
と
し
て
ニ
ュ
ー
ス
に
な
っ

て
い
た
。
飛
鳥
地
域
も
調
査
し
て

い
る
よ
う
だ
が
、
戦
略
に
つ
い
て

も
広
域
で
取
り
組
む
の
か
。
そ
れ

と
も
単
独
で
す
る
の
か
。

高
取
町
や
明
日
香
村
を
含
む
、

広
域
的
な
視
点
で
取
り
組
み
た
い
。

石
垣
市
に
本
市
の
昆
虫
館
の

圃
場
が
あ
る
。
視
察
を
し
た
同
僚

議
員
か
ら
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
と
聞
い
た
。
圃
場
に
つ
い

て
聞
き
た
い
。

昆
虫
館
は
、
展
示
効
果
や
飼

育
効
率
の
点
か
ら
、
主
と
し
て
マ

ダ
ラ
チ
ョ
ウ
亜
科
の
チ
ョ
ウ
を
展

示
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
原
則

琉
球
列
島
以
南
に
し
か
分
布
し
て

お
ら
ず
、
１
種
類
は
、
石
垣
島
を

含
む
八
重
山
諸
島
に
し
か
分
布
し

て
な
い
。
昆
虫
館
で
は
自
前
で
増

殖
し
、
食
草
は
専
用
温
室
で
維
持

管
理
し
増
や
し
て
い
る
が
、
冬
場

な
ど
は
十
分
供
給
で
き
な
い
こ
と

が
あ
る
。
安
定
し
た
餌
の
供
給
が

で
き
る
よ
う
、
石
垣
島
に
圃
場
を

設
置
し
て
い
る
。

石
垣
市
は
、
石
垣
市
自
然
環

境
保
全
基
本
計
画
を
も
と
に
自
然

環
境
保
全
条
例
を
施
行
し
、
持
ち

出
し
規
制
を
始
め
た
と
聞
く
。
担

当
部
は
把
握
し
て
い
る
の
か
。

石
垣
市
は
、
５
月
１
日
に
希

少
野
生
生
物
の
保
全
種
と
保
護
地

区
を
指
定
し
、
昆
虫
12
種
類
を
含

む
20
種
類
の
動
物
と
83
種
類
の
植

物
の
捕
獲
や
殺
傷
、
採
取
を
禁
止

し
た
。
違
反
者
に
は
罰
金
に
よ
る

罰
則
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、

調
査
研
究
等
に
関
し
て
は
、
石
垣

市
長
の
承
認
が
あ
れ
ば
、
こ
の
限

り
で
は
な
い
。

そ
の
指
定
に
は
、
本
市
に
入

る
植
物
等
は
含
ま
れ
て
い
る
の
か
。

今
後
、
石
垣
、
奄
美
を
含
め
琉
球

列
島
と
し
て
世
界
自
然
遺
産
も
視

野
に
入
れ
る
と
聞
く
。
制
限
強
化

さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
。

昆
虫
館
で
飼
育
し
て
い
る
昆

虫
は
、
現
在
、
規
制
対
象
で
は
な

い
。
オ
モ
ト
岳
周
辺
の
保
護
地
区

以
外
で
捕
獲
・
採
取
す
る
分
に
は

問
題
が
な
い
。
今
後
、
規
制
が
拡

大
さ
れ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
、
展

示
し
て
い
る
オ
オ
ゴ
マ
ダ
ラ
等
や

そ
の
餌
の
食
草
も
、
規
制
さ
れ
る

可
能
性
は
あ
る
。

平
成
26
年
度
の
市
内
各
施
設

の
入
館
者
数
を
調
べ
た
が
、
昆
虫

館
は
断
ト
ツ
で
７
万
６
，
０
１
３

人
で
あ
る
。
市
内
有
数
の
博
物
館

で
、
今
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
る
。

昆
虫
館
の
主
役
は
放
チ
ョ
ウ
温
室

で
あ
る
。
規
制
が
厳
し
く
な
り
餌

の
植
物
等
が
持
ち
出
せ
な
く
な
る

前
に
、
石
垣
市
と
の
連
携
を
密
に

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

昆
虫
館
で
は
、
オ
オ
ゴ
マ
ダ

ラ
の
飼
育
教
材
キ
ッ
ト
を
開
発
し
、

石
垣
市
の
小
学
校
で
出
前
授
業
を

し
、
そ
の
飼
育
の
発
表
を
兼
ね
て

石
垣
市
内
の
小
学
３
年
生
が
当
市

を
訪
れ
、
本
市
の
小
学
生
と
交
流

し
て
い
る
。
ま
た
、
開
館
当
初
よ

り
石
垣
島
を
含
む
八
重
山
諸
島
で

植
物
の
調
査
を
行
い
、
平
成
25
年

に
は
「
八
重
山
い
き
も
の
図
鑑
」

を
石
垣
市
と
共
同
発
刊
し
た
。
調

査
や
協
力
を
通
し
て
石
垣
市
の
亜

熱
帯
固
有
の
貴
重
な
自
然
環
境
の

保
全
に
貢
献
し
、
良
好
な
関
係
を

築
き
た
い
。

昆
虫
館
が
生
物
多
様
性
の
セ

ン
タ
ー
機
能
を
有
す
れ
ば
、
水
田

内
の
生
き
物
調
査
も
で
き
、
農
産

物
の
付
加
価
値
や
経
済
価
値
を
高

め
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

県
は
「
な
ら
食
と
農
の
魅
力
創
造

国
際
大
学
校
」
開
設
に
向
け
動
い

て
い
る
。
把
握
は
し
て
い
る
の
か
。

飛鳥川
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